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▼基本的な 5つの注意点 

７月下旬に襲来した台風 GENERから８月中旬まで

続いた長雨は、フィリピン全土で死者 100人超、被

災住民 400万人超という大きな被害をもたらした。

もともとフィリピンでは、台風の後、南西モンスー

ンの影響でそのまま天気がぐずつくことが多いが、

今回の雨は当地のフィリピン人も驚くほど長く続い

た。本原稿を執筆している８月末時点でも、低い土

地で水が引かない地域もある。こうした被害を受け

て、丸紅､三菱商事､トヨタ､ホンダ､東芝､エプソンな

ど一部の在比日系企業が義捐金の拠出を決めた。 

 

当初、昨年のタイ・バンコクでの洪水被害が頭を

よぎって心配になり、工業団地関係者等に被害の状

況等をヒアリングしたが、一様に雨は問題ないとの

ことであった。工業団地はもともと台風がやってく

ることを想定しており、ある程度の水害を見越して

高台に立地していることが多く、例えば、昨今、キ

ャノン、ブラザー工業、村田製作所といった大手製

造業が相次いで進出を決めたバタンガス州にある工

業団地ファースト・フィリピン・インダストリアル

パークの標高はメトロマニラの標高より約 100メー

トル高い。今回の長雨についても、日系企業では工

業団地道路が冠水して出勤できない、マニラ湾沿い

の道が冠水して多少物流に影響が出たという話はあ

ったが、会員企業の事務所や工場に大きな被害が出

たという報告は今のところ寄せられていない。ただ、

在フィリピン歴が長い工場経営者によると、雨には

比較的強いが、風が想定より強く吹くと工場の屋根

が飛んだ 

 

 

り、電柱が倒れる等の被害が想定されるので、異常

気象が取り沙汰される昨今、台風の動向には常日頃

から気を付けているという。 

フィリピンでは

雨季と乾季があり、

台風がやってくる

のは主に雨季の間

（６月から 11月）

である。台風はフ

ィリピンの東の海

域で発生しルソン

島の北部をかすめ

て台湾や日本へ向

かうか、ルソン島、

ビサヤ諸島の地域

を横切り大陸に出

るかのいずれかの

パターンの進路を取ることが多い。昨年 1200人を超

える死者を出すなど甚大な被害をもたらした台風セ

ンドンは、通常台風が通過しないミンダナオ島北部

を通過したため、住民の備えがなく大きな被害を出

すことになった。台風に対する警戒警報は風の強さ

をベースにシグナル１からシグナル４までの４段階

となっており、シグナルの強弱に応じて、学校が休

校になったり、政府機関が休業となったりする。な

お、民間企業の社員の出社判断は各企業の経営判断

に委ねられている。一方で、台風や水害のイメージ

が強いフィリピンであるが、乾季はほとんど雨が降

らない。乾季のうち、雨季が明けたばかりの 12月か

ら２月はクールドライシーズンと呼ばれ、夏の軽井

沢のように快適でさわやかな気候となる。また、３

月から５月はホットドライシーズンと呼ばれる。フ

ィリピンの真夏であり、学校は夏休みに入る。 
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ソウル市新庁舎が完成（手前の旧庁舎は図書館として利用） 

▼経済指標と見通し 

９月６日、韓国銀行（中央銀行）は、2012年第２

四半期の GDP成長率（改定値）を前期比プラス 0.3％

と 7月末に発表された速報値（プラス 0.4％）から

下方修正した。前年同期比でもプラス 2.3％と第１

四半期（プラス 2.8％）から伸びを鈍化させている。  

７月 13日に発表された 12年、13年の GDP成長率

見通しについても、4月時点の 3.5％、4.2％からそ

れぞれ 3.0％、3.8％に引き下げられており、輸出産

業の好調に支えられている韓国経済であるが、今後、

中国の景気減速や欧州経済危機等、世界経済のリス

クにより、成長率見通しの達成を危ぶむ声もある。 

▼亀尾（グミ）市訪問と進出日系企業 

さる８月９日、南洧鎭（ナム･ユジン）市長に招待

された日商の坪田事務局長に同行し、慶尚北道・亀尾

市を訪問した。亀尾市は人口約40万人を擁する工業都

市で、LGディスプレイ(液晶パネル)、サムスン電子(モ

バイル製品等)をはじめとする韓国の電子・IT関連産

業の集積地となっている。一方、旭硝子（ガラス基板）、

東レ(IT･エネルギー関連素材等)、日東電工（偏光板）

等の日系企業も多数進出し、韓国企業への部品･素材

供給を通じて亀尾の先端産業を支えている。 

   

亀尾市 国家産業団地 

今回、市庁、亀尾商工会議所への表敬ほか、液晶

パネル生産を行うＬＧディスプレイの工場および国

家産業団地を視察した。日本から韓国への直接投資

は、2008年以降順調な回復を見せており、亀尾市の

国家産業団地についても、電子・半導体産業を中心

誘致業種として、現在第５団地への入居が進んでい

る。投資条件により税や用地賃貸料の減免、補助金

等の各種支援制度が設けられている。 

※亀尾市サイト(日本)http://japanese.gumi.go.kr/ 

▼大統領選挙・候補者の顔ぶれ 

 12月 19日、韓国の大統領選挙が行われる。韓国

の大統領は任期 5年、再選不可が憲法で定められて

おり、各政党の予備選挙も終わり現在 3名の有力候

補が出馬を表明している。 

与党セヌリ党の朴槿恵（パク・クネ）氏（60）は、

第 5～9代大統領を務めた朴正熙(パク・チョンヒ)

元大統領の長女であり、4月に行われた国会議員選

挙では党非常対策委員長として、事前に不利が予想

されていたセヌリ党の単独過半数確保に貢献した。

当選すれば、初の女性大統領誕生となる。 

一方、最大野党・民主統合党の文在寅（ムン・ジ

ェイン）氏（59）は、同じ弁護士出身の盧武鉉（ノ・

ムヒョン）前大統領の秘書室長を務めた側近であり、

盧武鉉政治の後継者と目される。 

また、今回の選挙で特に話題となっているのが、

安哲秀（アン・チョルス）氏(50)である。安氏はソ

ウル大学出身で、医師として活躍する傍らコンピュ

ータのアンチウィルスソフトの開発で起業、成功を

収めた異色の経歴を持つ。現在、ソウル大学融合科

学技術大学院長を務め、これまでも選挙への出馬が

噂されていたが、さる 9月 19日に会見を行い、正式

な出馬表明となった。安氏の出馬表明により、野党

候補の一本化がなされるかにも注目が集まる。 

今後 5年間の韓国のリーダーが誰になるのか、

2012下半期の最も注目されるイベントである。 

※「韓国ビジネスゲートウェイ」（日商 HP内）

http://www.jcci.or.jp/international/korea/ 

※ソウルジャパンクラブ http://www.sjchp.co.kr 

 

（ソウルジャパンクラブ 常務理事 大島 昌彦） 

2012 年の韓国政治経済（ソウル） 
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